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１．事業概要

評
価
対
象
区
間

事業評価単位：
一般国道１０号 隼人道路

（隼人東IC～加治木IC）

区 間： 鹿児島県霧島市隼人町住吉から鹿児島県姶良市加治木町反土

延 長： ７．３ｋｍ

規 格： １種３級

設計速度： ８０ｋｍ／ｈ

車 線 数： （現状）暫定2車線 （計画）４車線

計画交通量： 約１２,３００～１２,８００台/日（令和２２年）

事 業 費： 約５４９億円（うち、四車線化事業 約２９１億円）

か ご しま けん きり しま し はや と ちょう すみ よし

はや と ひがし か じ き

はや と どう ろ

評価対象区間

か ご しま けん あい ら し か じ き ちょう たん ど
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２.事業の経緯及び進捗状況

Ｈ２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R４ R５ R６

隼人東～
隼人西

隼人西～
加治木

４
車
線
化
完
成
予
定

令
和
６
年
度

再
評
価

調査・設計

工 事

事
業
許
可

区間 隼人東IC～隼人西IC 隼人西IC～加治木IC

開通（暫定２車線） 平成４年３月

事業許可（４車線化） 平成３０年３月

事業完成予定 令和６年度 令和4年11月30日完成

事業進捗率 約７０％ ※令和５年３月時点

工事着手率 １００％（延長ベース）

現在の状況 工事全面展開中

■事業の経緯・進捗状況（４車線化）

野久美田トンネル坑口（隼人東IC～隼人西IC）
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今
回
評
価

調査・設計

工 事

４
車
線
化
完
成

令
和
４
年
⒒
月



３．事業費の見直し
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[税込み]
現事業費 変更事業費 増減額 増減率 備考

全体事業費 約510億円 約549億円 ＋39億円 ＋7.6％

うち４⾞線化事業費 約253億円 約291億円 ＋39億円 +15.3％

項 目 事業費増減要因 増額

①斜面対策工の追加による増 斜面対策工の追加に伴う増 ４.９億円

②物価上昇による増 労務費・機械器具・材料費の物価上昇に伴う増 ３４.８億円

③コスト削減による減 橋梁上部工架設⽅法の変更に伴う減 ▲１.１億円

合 計 +３８.６億円



３．事業費の見直し
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・野久美⽥トンネル坑⼝の斜面対策工は、当初、暫定２⾞線時の⼟質調査や施工内容を基に、コンクリート法枠工を計画していた。
・施工を進める中で、地山に想定以上の脆弱部が確認されたため、追加の⼟質調査や構造解析の結果に基づき斜面対策工としてグラウンドアン
カー工を追加するもの。

①斜面対策工の追加による増【+４.９億円】

当初

最終

Ⅱ期線

Ⅰ期線

コンクリート法枠工

■変更︓グラウンドアンカー工

HT-6

HT-6

暫定2車線施工時

今回調査

凡例 : ボーリング調査位置

Ⅱ期線

Ⅰ期線

強風化
安山岩 グラウンドアンカー工

至 隼人東IC

至 隼人⻄IC

至 隼人東IC

至 隼人⻄IC

斜面対策工⾒直し

地山状況（強風化安山岩）

⾚枠内︓グラウンドアンカー工400本

HT-11

想定以上の脆弱部が存在したため、グランウンドアンカー工を追加

■当初︓コンクリート法枠

最終

今回調査結果
（左図HT-11）

暫定2⾞線施工時調査結果
（左図HT-6）

強風化
石英安山岩
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３．事業費の見直し
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・H30年度〜R5年度の物価上昇に伴う費⽤の増
②労務費・機械器具・材料費の物価上昇に伴う増【+３４.8億円】

■労務単価の推移
⿅児島県内における普通作業員

■材料単価の推移
⿅児島県内における鉄筋

17,350 

19,600 
19,600 19,600 

21,600 

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

H30.4 R2.4 R3.4 R4.4 R5.4

コンクリート30-8-20

■材料単価の推移
⿅児島県内におけるコンクリート

資料：月刊積算資料（一般財団法人経済調査会）及び、
月刊建設物価（一般財団法人建設物価調査会）より



３．事業費の見直し
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・当初は⽤地内で施工可能な架設桁架設を計画していた。
・近隣地権者との協議の結果、上部工の施工に必要なヤードの借地が可能となったため、P5~P11橋脚間の架設⽅法を架設桁架設から一
般的なクレーン架設に変更したもの。

③上部工架設⽅法の変更による減【▲１.１億円】

架設桁架設 架設桁架設 クレーン架設

■当初 ■変更

架設桁架設イメージ

架設⽅法
⾒直し

追加借地範囲

クレーン架設イメージ



４．事業を取り巻く情勢及び必要性

大項目 小項目 NO

ネットワーク
の充実

交通状況 ①

渋滞発生状況 ②

高速道路ネットワークの信頼性向上 ③

安全・安心

事故発生状況 ④

救急医療活動の支援 ⑤

ネットワークの代替性強化 ⑥

地域活性化

物流効率性の向上 ⑦

地域産業の活性化 ⑧

観光の活性化 ⑨

生活利便性の向上 ⑩
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大項目 小項目 NO

ネットワーク
の充実

交通状況 ①

渋滞発生状況 ②

高速道路ネットワークの信頼性向上 ③

安全・安心

事故発生状況 ④

救急医療活動の支援 ⑤

ネットワークの代替性強化 ⑥

地域活性化

物流効率性の向上 ⑦

地域産業の活性化 ⑧

観光の活性化 ⑨

生活利便性の向上 ⑩
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○隼人道路の令和３年の平日年間平均値の交通量は約1.4～1.8万台/日である。

４-① 交通状況

《隼人道路の交通量の推移（平日）》

隼人西IC～加治木IC

隼人東IC～隼人西IC

資料：全国道路・街路交通情勢調査 9

無料化社会
実験実施

無料化社会
実験実施

至 隼人西IC

至 隼人東IC

Ｎ

評価対象区間
延長7.3km

錦江湾

至 隼人西IC

至 加治木IC

写真②

写真①

桜島

■隼人西IC付近(写真①) ■隼人東IC～隼人西IC間（写真②）

《隼人道路の利用状況》

撮影日：R4.9.13（火）11時台 撮影日：R4.9.14（水）15時台

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間
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４-② 渋滞発生状況

《隼人道路の断面交通量（平休比）》令和３年

（0.97）

（0.94）

資料：平日 令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査
休日 NEXCO西日本資料

隼人西IC～加治木IC 隼人東IC～隼人西IC

※（ ）は平日交通量に対する比率

○隼人道路では、平日の夕方ピーク時間帯に西行（隼人東→隼人西間）で速度低下し一部で渋滞が発生している。
○隼人道路の4車線化により、定時性・信頼性の更なる向上が期待される。

Ｎ

評価対象区間
延長7.3km

錦江湾

桜島

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間
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《隼人道路暫定２車線時点の速度状況（平日 区間別時間帯別）》

資料：ETC2.0プローブデータ
（R3年度 平日平均）

加治木IC 市境 隼人西IC 隼人東IC

《隼人道路の渋滞発生状況》

至 隼人西IC

至 隼人東IC

至 隼人西IC

至 加治木IC

■隼人西IC～加治木IC (写真①)

■隼人東IC～隼人西IC（写真②）

写真①

写真②

旅行速度帯 凡例

40km/h未満

40～60km/h

60～70km/h

70km/h以上

65.9 65 .9 73.4 75.8 76 .6 76.8 77.6 77 .5 7 7 . 1 77.5 79.3 78.9

62.7 61 .7 69.4 73.1 74 .3 72.9 74.5 74 .8 7 4 . 4 74.5 76.5 76.5

48.7 51 .2 64.5 71.4 73 .4 70.3 73.6 75 .0 7 4 . 9 74.6 76.9 77.3

62.5 61 .7 69.1 74.3 76 .3 73.8 76.5 78 .1 7 7 . 9 77.2 78.9 79.1

66.2 64 .8 70.7 75.0 76 .8 72.8 76.3 77 .7 7 7 . 6 76.8 78.3 78.4

65.8 64 .6 70.9 75.0 76 .6 73.2 76.2 77 .2 7 7 . 0 76.4 78.0 78.0

66.2 64 .9 71.2 75.4 77 .1 75.1 76.6 77 .7 7 7 . 5 77.0 78.7 78.7

66.4 65 .4 72.0 75.5 77 .0 75.6 76.9 78 .0 7 7 . 7 77.2 78.6 78.4

65.7 65 .0 71.6 75.4 77 .1 75.7 76.9 77 .9 7 7 . 6 77.2 78.8 78.5

67.4 66 .0 72.4 76.4 78 .2 76.9 78.2 79 .5 7 9 . 2 78.6 80.4 80.4

67.2 66 .0 72.5 76.9 78 .8 77.1 78.7 80 .2 7 9 . 9 79.4 81.3 81.2

67.3 66 .2 72.6 76.5 78 .4 76.5 78.0 79 .3 7 9 . 0 78.6 80.4 80.3

67.0 65 .9 72.3 76.7 78 .5 76.5 78.3 80 .1 8 0 . 1 80.0 82.3 82.3

67.4 66 .1 72.5 76.4 78 .6 76.1 77.7 79 .9 7 9 . 9 79.7 81.9 82.1

67.3 66 .0 72.6 76.9 78 .6 77.0 77.9 79 .3 7 9 . 1 79.0 81.3 81.6

67.3 66 .6 73.0 76.3 77 .4 77.0 76.9 77 .8 7 7 . 5 77.5 79.3 79.0

71.7 69.8 71.4 75.9 75.8 76.1
7 6 .9 7 7 .0

77 .9 77.7 78.2 78.3 77.6

71.3 69.6 71.4 75.2 75.8 76.1
7 8 .8 7 9 .0 80 .2 81.6 80.6 80.4 79.1

69.9 68.3 69.7 73.9 75.3 74.9 7 7 .8 7 8 .4 79 .7 81.1 80.2 80.3 80.9

69.4 67.7 69.2 73.5 75.0 74.3
7 7 .4 7 7 .9

79 .0 80.2 79.1 79.2 80.0

69.7 68.0 69.6 73.6 74.7 73.9
7 6 .9 7 7 .2

78 .2 79.2 78.2 78.3 79.1

70.2 68.5 69.9 73.9 74.8 73.9 7 7 .1 7 7 .4 78 .3 79.3 78.1 78.2 79.0

69.8 68.4 69.9 73.4 74.3 73.6 7 6 .4 7 6 .7 77 .6 78.7 77.5 77.7 78.5

70.7 69.4 70.8 74.7 75.5 74.9
7 7 .9 7 8 .3

79 .2 80.3 79.1 79.2 80.1

69.6 68.5 69.8 73.6 74.6 74.1
7 7 .2 7 7 .6 78 .7 79.8 78.8 78.8 79.9

69.0 67.8 69.0 72.9 73.9 73.2 7 6 .6 7 7 .0 78 .0 79.0 77.8 78.0 79.1

68.1 66.9 67.6 70.9 72.5 71.5
7 4 .5 7 4 .9

75 .9 77.2 76.1 76.0 76.8

67.7 66.4 66.4 68.9 71.0 69.9
7 2 .5 7 2 .8 73 .8 76.2 75.6 75.5 76.6

65.2 63.2 58.4 44.7 47.9 52.9 5 6 .6 5 7 .1 58 .2 61.3 66.6 71.3 73.0

64.4 61.4 54.9 34.9 36.1 42.8 3 9 .0 3 8 .7 40 .9 44.3 54.3 59.7 61.0

67.5 64.5 63.2 53.4 54.4 63.6
6 5 .1 6 5 .6

65 .8 68.4 72.8 73.7 74.3

72.0 69.4 71.5 74.1 74.5 77.1 7 8 .2 7 8 .3 79 .0 79.9 81.4 82.3 82.3

撮影日：H29.7.27

撮影日：H29.7.27
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４-③ 高速道路ネットワークの信頼性向上

通行止め
発生回数

（H30–R4）

118回

通行止め
延べ時間

（H30–R4）

1,058.1時間

資料：NEXCO西日本資料

○工事や事故・災害による通行止が発生した場合、一般道のう回により所要時間が増加する。
○4車線化により車線規制等による維持補修の工事や点検が実施可能となり、通行止め回数が減少することで、暫

定2車線時と比べ信頼性の向上が期待される。
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わが社では金属加工品の製造を行っており、主に半導体や
自動車部品製造事業所に隼人道路を利用して出荷していま
す。隼人道路が通行止めの時は国道10号にう回するため、
入出荷が遅延することがありましたが、４車線化されれば配
送の確実性が向上することが期待されます。

資料：製造業事業所ヒアリング（R4.7）

《隼人道路の通行止め実績》

姶
良
市
役
所

隼
人
東
Ｉ
Ｃ

《隼人道路の通行止め時のう回時間》

約２１分

約３６分

約１５分

の損失

※平常時：昼間12時間平均旅行速度 通行止め時：混雑時旅行速度を用いて算出

平常時（暫定２車線）
（隼人道路利用：12.3km）

通行止め時
（一般国道10号等へう回：12.0km）
※加治木IC～隼人東IC間の通行止めを想定

Ｎ

《道路利用者の声》

（隼人東IC～加治木IC）
評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
国管理区間

平常時経路

通行止時う回路

資料：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査

隼人道路および迂回ルート

隼人東IC

加治木IC
E3

E78
う回路

姶良市役所

資料：国土地理院地図を加工して作成



４-④ 事故発生状況

○対面通行による暫定2車線区間は、4車線区間と比べて死傷事故が発生する割合は同水準であるものの、死亡
事故となる割合が約2倍となっている。

○4車線化により中央分離帯が設置されることで、死亡事故の削減が図られ、安全性のさらなる向上が期待される。
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《隼人道路における事故事例》

発 生 日）令和３年４月

発生場所）隼人道路（隼人西～加治木） ※4車線化前

通行止め）１時間３４分（隼人西～加治木 上下線）

事故概要）隼人西方面から加治木方面へ進行中の車両が、左へ斜

行した際にハンドル操作を誤り横転、対向車線へ突破

し停止した

加治木IC 隼人西IC

Ｎ

評価対象区間
延長7.3km

事故発生箇所
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同水準

約22倍

約2倍

約４倍

《暫定２車線と４車線以上の事故率》

資料：道路分科会第13回事業評価部会（H28.3.10）※高速道路：高速自動車国道（有料）（H25）
一般道路：H25

錦江湾

桜島

写真①

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
国管理区間

写真①

資料：NEXCO西日本（鹿児島県警へのヒアリングに基づく）



評価対象区間
延長7.3km

４-⑤ 救急医療活動の支援

姶良市内の医療機関で対応不可の際に、霧島市内の
医療機関へ隼人道路を利用して搬送しています。隼人
道路の２車線区間では追い越しに苦労することがあり
ますが、４車線化されればそれが解消され、スムーズ
な搬送ができるようになると期待しています。

○霧島市および姶良市の救急隊は、管外への救急・転院搬送で隼人道路を年間約700回利用し搬送。
○暫定2車線区間では、渋滞事故が発生した際、救急搬送時の追い越しに支障をきたすケースがあり、緊急搬送の

遅れが懸念される。
○4車線化により、三次救急医療機関等への搬送時間の短縮及び定時制の確保が期待される。

霧島市東部から姶良・鹿児島市内の病院へ搬送する
際に隼人道路を年間500回以上利用しています。２
車線区間では、路肩が広い場所でしか大型車の追い
抜きができず、渋滞・事故があれば搬送に遅れること
があるので、４車線化によりこうしたリスクが軽減す
ることを期待してます。

《関係者の声》

資料：姶良市消防本部ヒアリング（R4.7）

資料：霧島市消防局ヒアリング（R4.7）

13資料：霧島市消防局、姶良市消防本部提供資料

※搬送実績：救急搬送と転院搬送の合計値（H29～R3年平均）

霧
島
市
役
所

約４５分

約４９分

現況｜平常時（隼人道路経由：43.2km）

整備後（隼人道路経由：43.2km）

鹿
児
島
市
立
病
院

《第三次救急医療機関への搬送時間》

鹿児島市立病院

鹿児島大学病院

姶良市

霧島市

鹿児島市

隼人道路利用して
年間約700人を搬送

Ｎ

末吉財部

国分
隼人東

隼人西
加
治
木

鹿児島北

姶良

桜島
スマート

薩摩吉田

鹿児島

九州自動車道

E3

E78 東九州自動車道

溝辺鹿児島空港

姶良市内から
霧島方面への搬送実績

約190人/年

霧島市内から
鹿児島・姶良方面への
搬送実績

約510人/年

※一部、出動場所により隼人道路を利用しない搬送実績も含む

錦江湾

桜島

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間

凡例

三次救急医療機関

救急告示医療機関等

霧島方面への搬送

鹿児島方面への搬送

霧島市役所

資料：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査

※現況｜平常時：昼間12時間平均旅行速度で算出
現況｜渋滞発生時：隼人道路は混雑時旅行速度、その他は昼間12時間平均旅行速度で算出
整備後：隼人道路は設計速度（80km/h）、その他は昼間12時間平均旅行速度で算出

約５３分

現況｜渋滞発生時（隼人道路経由：43.2km）

約８分
短縮



４-⑥ ネットワークの代替性強化

○豪雨による法面崩壊等の災害時において、暫定2車線区間では復旧工事の完了まで車線の確保が困難なことか
ら、長期間の通行止め等が必要となる。

○4車線化により、復旧工事時に片側2車線を対面通行で運用することで、災害時においても迅速な交通確保が可
能となる。

14

≪暫定２車線区間の災害事例≫ ≪４車線区間の災害による暫定運用例≫

４車線道路の場合

復旧作業の間、対面通行

により通行帯を確保

復旧作業の施工
ヤードとして利用

暫定２車線の場合

復旧作業が終わらない
と通行できない

通行止め

災害発生

下り線上り線
（対面通行）

区間：E10 東九州自動車道
椎田南IC～豊前IC

概要：平成30年7月九州豪雨 のり面崩壊
発災時連続雨量：３８２mm

全面通行止め：約１ヶ月間 ４車区間での
対面通行による交通確保イメージ図

下
り
線

上
り
線至 椎田南IC

至 豊前IC

全面通行止め：約2日間

区間：E3 九州自動車道
溝辺鹿児島空港IC～加治木JCT

概要：令和元年7月九州豪雨 のり面崩壊
発災時連続雨量：２７７．５mm

至 溝辺鹿児島空港IC

至 加治木JCT
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カンパチ
H30収穫量
336百t

ブリ
H30収穫量
1,000百t

資料：都道府県別収穫量 平成30年海面漁業生産統計調査
市町村別収穫量 平成30年海面漁業生産統計調査 市町村別データ

垂水市の水産業はカンパチ、ブリ等の養殖業が中
心で、カンパチの生産量は日本一です。ブリは約６
割が輸出されており、海外でも高い評価を受けて
います。隼人道路が４車線化されれば、輸送時間
の短縮や確実性が向上し、納品時の品質向上に期
待しています。

４-⑦ 物流効率性の向上

○鹿児島県は、カンパチ・ブリの養殖収穫量が日本一で、垂水市を含む大隅半島の地域が主産地である。
○これらの水産品は、全国各地に出荷されるだけでなく、アメリカなど海外へも輸出されている。
○4車線化により、定時性と確実性が向上することで水産物の輸送がより安定し、さらなる販路拡大が期待される。
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≪鹿児島県産水産物の主な輸出流通経路≫

資料：垂水市水産商工観光課ヒアリング（R4.9）

《関係者の声》
生産者

漁協

漁連

冷
蔵
品

冷
凍
品

国
内
空
港

国
内
港

ア
メ
リ
カ
・香
港
等

資料：鹿児島県農林水産物輸出促進ビジョン（H30.3）をもとに作成

Ｎ

≪鹿児島県の海面養殖業収穫量≫

4車線化で
確実な輸送
を支援

ブリ
養殖場

カンパチ
養殖場

鹿児島市
中央卸売市場

魚類市場

評価対象区間
延長7.3km

関東・関西方面

鹿児島市方面

錦江湾

■カンパチ養殖場の様子

桜島

© K．P．V．B
垂水市

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間

凡例

漁港

輸送ルート

≪水産物の主な輸送経路（国内）≫
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４-⑧ 地域産業の活性化

○霧島市の製造品出荷額等は約3,640億円、鹿児島県内第2位で約2割を占めており、平成25年以降では、全国、
全県平均を上回る伸びを示している。

○霧島市の製造品出荷額等のうち「電子部品・デバイス・電子回路製造業」が6割以上を占め、近年の半導体関連
分野等の製造・出荷が好調であることから、既往の工場の増設や市への立地に関する問合せが増加している。

○4車線化により、輸送の効率化や確実性が向上することで、地域基幹産業のさらなる拡大が期待される。

《霧島市の製造品出荷額等の推移》

霧島市（電子部品・デバイス・電子回路製造業） 霧島市（その他）

霧島市（伸び率） 鹿児島県（伸び率） 全国（伸び率）

電子部品・デバイス・電子回路製造業が６割以上

近年、半導体関連分野等の製造・出荷が好調である
ことから、電子部品・デバイス・電子回路製造業や運
輸業者から立地に関する問合せが増加しています。
隼人道路が４車線化されることで原材料の調達や出
荷ルートの時間短縮による経済効果や産業振興を期
待しています。 資料：霧島市商工振興課ヒアリング（R4.9） 16

鹿児島市に次いで
鹿児島県第2位

Ｎ

評価対象区間
延長7.3km

4車線化により
輸送の効率化が期待

熊本・宮崎方面

鹿児島市方面

※図中の輸送ルートは、事業所ヒアリング結果による高速道路の利用経路

電子デバイス事業所

志布志方面

当事業所では、各種電子部品・デバイスを製造しており、
鹿児島市や九州、全国各地に向けて搬出しています。
近年、半導体の需要が急速に高まったことで、今後の
事業拡大を見据えて工場の増設を行っています。
4車線化により、輸送の効率化が期待されます。

資料：製造業事業所ヒアリング（R4.9）

《関係者の声》

錦江湾
桜島

凡例

主要な電子デバイス
事業所

資料：図説 九州経済2023

輸送ルート

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間

事
業
所
立
地
数

《霧島市の事業所立地の推移》

資料：霧島市商工振興課提供資料

隼人道路暫定開通(H3年度)

東九州自動車道(末吉財部-
隼人東)暫定開通(H13年度)

資料：工業統計調査、経済センサス活動調査、経済構造実態調査

※伸び率はH25年を基準とした製造業計



評価対象区間
延長7.3km

４-⑨ 観光の活性化

○霧島周辺地域には、地域資源を活かした観光拠点が広く分布しており、高速道路はこれらの周遊ネットワークの
軸として観光振興を支えている。

○4車線化により、定時性が向上することで、観光地の更なる活性化が期待される。

17

霧島周辺地域は、自然や歴史資源など魅力ある観光
資源を豊富に有していますが、繁忙期は2車線区間
で渋滞が起き、計画どおりの旅行ができずリピーター
の確保に繋がらないことが懸念されます。４車線化さ
れることにより、利便性や定時性の向上、滞在時間の
延長、周遊箇所の増加などを期待しています。

資料：鹿児島県ＰＲ観光課ヒアリング（R4.7）

《関係者の声》

鹿
児
島
北
Ｉ
Ｃ

国
分
Ｉ
Ｃ

《東九州自動車道・九州自動車道の所要時間》
（国分IC～加治木JCT～鹿児島北IC：36.0km）

約３４分

資料：令和３年度全国道路・街路交通情勢調査

※現況｜平常時：昼間12時間平均旅行速度で算出 渋滞発生時：渋滞区間は混雑時旅行速度で算出
整備後：隼人道路は設計速度（80km/h）、その他は昼間12時間平均旅行速度で算出

現況｜渋滞発生時

約26分整備後

約３０分現況｜平常時

霧島市は鹿児島県本土の中央に位置し、空港、高速道路や
鉄道が交差する交通の要衝であり、自然、歴史、温泉、食な
ど魅力ある観光素材を多数有しています。隼人道路が４車
線化されれば、鹿児島市方面の移動時間が短縮し、本市の
魅力がさらに向上します。また、4車線化の相乗効果による
臨海部の観光の活性化に期待しています。

資料：霧島市観光ＰＲ課ヒアリング（R4.9）

約8分
短縮

4車線化

Ｎ

錦江湾

■黒酢壺畑（霧島市）

桜島

■上野原縄文の森（霧島市）

© K．P．V．B

© K．P．V．B

鹿児島市方面～霧島市方面の流動

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間

■蒲生の大クス（姶良市）

© K．P．V．B
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《霧島市観光客数の推移》

資料：鹿児島県観光統計（年計）

コロナ禍

道路機能の強化による観光地の活性化に期待

※観光客数は延べ宿泊者数と延べ日帰り客数の合計



霧島市への転入者は、仕事、結婚などにより県内から来られる
方が多い状況です。高速道路の4車線化による交通利便性の向
上は、霧島市への移住・定住に対する大きな魅力となると同時
に、鹿児島市や姶良市方面からの通勤圏の拡大や物流の利便性
向上により、人口減少の歯止め、企業進出などによる商工業の
発展、雇用の確保など地域活性化につながると期待しています。

Ｎ

４-⑩ 生活利便性の向上
○霧島市と姶良市・鹿児島市間の自家用車による通勤・通学者数は約1.1万人にのぼり、平成22年からの10年間で

約5％増加している。さらに令和3年の霧島市への転入者は増加に転じている。
○4車線化により、沿線の霧島市、姶良市の通勤時の定時性や確実性が向上することで、通勤圏の拡大による雇用

の確保などが期待される。

《自家用車による通勤・通学者数の推移》

資料：国勢調査

約５％増加

霧島市に常住 ［姶良市へ通勤・通学］

霧島市に常住 ［鹿児島市へ通勤・通学］

霧島市へ通勤・通学 ［鹿児島市に常住］

霧島市へ通勤・通学 ［姶良市に常住］

18

《霧島市の転入・転出者数の推移》

資料：住民基本台帳人口移動報告

近年転出者が減少し、R3以降は転入者が増加

《関係者の声》

資料：霧島市地域政策課ヒアリング（R4.9）

錦江湾

桜島

鹿児島市

姶良市 霧島市

評価対象区間
延長7.3km

鹿児島市方面～霧島市の流動

自家用車による通勤・
通学者が約1.1万人（R2）

評価対象区間
NEXCO管理区間

一般国道
有料道路

国管理区間
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【参考】部分４車線化による交通状況の変化
○隼人道路は、令和4年11月に加治木IC～隼人西間3.6㎞の4車線化が完成。
○一部完成により、加治木ICを起点とした鹿児島方向の速度40㎞/h以下の顕著な速度低下が解消。
○隼人道路の全線4車化により、隼人東～隼人西間の速度低下解消、工事（年２０回程度）による通行止め回数の

減少により定時性・信頼性の更なる向上が期待される。また、中央分離帯が設置されることで、死亡事故の削減
が図られ、安全性についても向上が図られる。

《旅行速度の変化／下り（西行）》 《交通量の変化》資料：NEXCO西日本資料

分析期間
4車線化前：R3年12月～R4年3月

4車線化後：R4年12月～R5年3月

（1.04）

（1.13）

（1.11）

（1.05）

加治木～隼人西

（平日） （休日）

※（赤数値）は交通量増加率

《混雑時における所要時間の変化》

隼
人
東
Ｉ
Ｃ

加
治
木
Ｉ
Ｃ

4車線化前 約９分

4車線化後 約５分約４分短縮

資料：ETC2.0プローブデータ（平日18時台平均）

（平日） （休日）

隼人西～隼人東

至 隼人西IC

至 加治木IC

撮影日：R4.11.30（水）9時台
40km/h未満 40～60km/h 60～70km/h 70m/h以上

資料：ETC2.0プローブデータ（平日平均） 分析期間 ４車線化前：R3年12月～R4年3月
４車線化後：R4年12月～R5年3月

※地理院地図（電子国土Web）を加工して作成

夕ピーク時に
顕著な速度低下

4車線化完業区間では
速度が向上

写真

《暫定２車線と４車線以上の事故率》

0.16 

0.30 

0.61 

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

高速道路

４車線以上

高速道路

暫定２車線

一般道路

死
亡
事
故
率
（
件
／
億
台
キ
ロ
）※

約1/2

※高速道路：高速自動車国道（有料）（H25）
一般道路：H25

資料：道路分科会第13回事業評価部会（H28.3.10）

《加治木～隼人西現況写真》

４車線化により死亡事故
率の減少が見込まれる



５．費用便益分析の結果
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便益（B）

（現在価値：R5）

走行時間短縮便益 3,267億円 406億円

走行経費減少便益 840億円 23億円

交通事故減少便益 121億円 0億円

計 4,227億円 429億円

費用（C）

（現在価値：R5）

事業費 1,174億円 80億円

維持管理費 168億円 3億円

更新費 0億円 0億円

計 1,342億円 83億円

種別 項目 事業全体 残事業

費用便益比（Ｂ/Ｃ） 3.2 5.2

経済的純現在価値（Ｂ－Ｃ） 2,886億円 346億円

経済的内部収益率（ＥＩＲＲ） 11.3％ 26.3％

費用便益分析マニュアル（Ｒ４．２ 国土交通省道路局 都市・地域整備局）に基づき算定

注１）費用及び便益額は整数止めとする。

注２）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注３）Ｂ／Ｃの算定に用いる事業費は、現在価値に換算した事業費であり、事業概要に記載している事業費とは異なる。

注４）平成27年全国道路・街路交通情勢調査に基づく令和22年（2040年）の将来ＯＤ表により、Ｂ/Ｃを算出

注５）費用（Ｃ）の残事業については、「公共事業評価の費用便益分析に関する技術指針(共通編)（R5.9 国土交通省）」に基づき

２車線構造継続の際に生じる安全対策費を控除している。



６．関係する都道府県の意見

■鹿児島県知事からの意見（令和６年１月９日付け）
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隼人道路は、九州縦貫自動車道鹿児島線及び東九州自動車道と接続する
高規格幹線道路であり、鹿児島県内の主要都市間の連携強化・一体化を促
し、地域経済の発展、活性化に寄与する道路です。

隼人道路の４車線化については、定時制・信頼性・安全性の向上が図られ、
地域の活性化や安全・安心の確保に大きく寄与するものと期待しています。

令和６年度の供用が示されているところであり、今後とも、事業が着実に実
施され、早期完成が図られるようお願いします。



７．対応方針 （原案）

○ 事業の必要性等に関する視点

費用便益比（Ｂ／Ｃ）は、事業全体で３．２、残事業で５．２である。

対象区間の４車線化により、

・ ネットワーク代替性の強化

・ 緊急医療活動の支援

・ 物流効率性の向上、地域産業の活性化が期待

など、多様な効果が大きく見込まれることから、当該区間の必要性は高い。

○ 事業進捗の見込みの視点
・ ４車線のうち、２車線については供用中。
・ 残る２車線について本線工事に着手しており、綿密な工事工程に基づき、引き続き事業を進め

ていく。

○ コスト削減や代替案立案等の可能性の視点
・ 事業の進捗に合わせ、施工計画等の精度を上げていくとともに、現地の状況変化を確認しな

がら、コスト削減を図っていく。

■視点の整理

■対応方針（原案）

【事業継続】

・ 関係機関の協力を得ながら、早期開通を目指し、事業の進捗を図っていく。
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